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(百万円未満四捨五入)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 15,071 △3.6 △1,614 － △1,538 － △1,024 －

29年３月期第２四半期 15,636 △1.9 △1,239 － △1,176 － △870 －
(注) 包括利益 30年３月期第２四半期 △734百万円( －％) 29年３月期第２四半期 △797百万円( －％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 △172.56 －

29年３月期第２四半期 △146.73 －
　

(注) 当社は、平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、
　前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 41,855 24,345 58.2

29年３月期 43,158 25,735 59.6
(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 24,345百万円 29年３月期 25,735百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － － － 115.00 115.00

30年３月期 － －

30年３月期(予想) － 85.00 85.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 44,300 5.7 1,750 21.8 1,850 16.4 1,250 △67.6 210.86
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 5,976,205株 29年３月期 5,976,205株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 38,774株 29年３月期 44,137株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 5,934,668株 29年３月期２Ｑ 5,925,898株
　

(注)１ 当社は、平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、
　 前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、期中平均株式数を算定しております。

(注)２ 期末自己株式数には、従業員持株会処分型ＥＳＯＰ（信託口）が所有する当社株式数を含めて記載しておりま
　 す。
　 30年３月期２Ｑ 25,000株 29年３月期 31,000株

　
※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したもので
あり、実際の業績については、今後の様々な要因により予想値と異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における菓子・食品業界は、個人消費は回復基調にあるものの、景気の先行きに対する

不安を背景に消費者の節約志向は根強く、価格競争の激化などから厳しい状況が続きました。

このような環境の下、当中村屋グループは「中期経営計画2015-2017」の最終年度を迎え、中期ビジョン「事業構造

改革による現状打破を実行し、収益体質の強化と成長軌道への転換を図る」を実現させるため、売上高拡大に向けた

主力商品の強化や新規販路の開拓、生産ラインの再編による効率化の推進に取り組みました。

しかしながら、不採算店舗の閉鎖等の影響により、当第２四半期連結売上高は、15,070,785千円 前年同期に対し

て565,224千円、3.6％の減収となりました。

利益面では、営業損失は1,613,844千円 前年同期に対し374,652千円の減益、経常損失は1,538,012千円 前年同期

に対し362,037千円の減益、親会社株主に帰属する四半期純損失は1,024,110千円 前年同期に対し154,592千円の減益

となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、土地の増加2,269,242千円、商品及び製品の増加990,199千円、繰

延税金資産の増加585,941千円、原材料及び貯蔵品の増加508,798千円等がありましたが、有価証券の減少6,099,445千

円等により、前連結会計年度末に比べ1,302,709千円減少し、41,854,867千円となりました。

負債は、支払手形及び買掛金の増加120,854千円等により、前連結会計年度末に比べ86,983千円増加し、17,509,475

千円となりました。

純資産は、配当金の支払等による利益剰余金の減少等により、前連結会計年度末に比べ1,389,692千円減少し、

24,345,391千円となりました。

　

（キャッシュ・フローについて）

当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ1,346,470千円増加し、

4,481,475千円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、2,402,493千円の支出となりました。これは主に、減価償却費515,975千

円、売上債権の減少378,636千円等による収入があったものの、税金等調整前四半期純損失1,590,087千円、たな卸

資産の増加による支出1,518,516千円等があったことによるものです。

投資活動によるキャッシュ・フローは、4,452,088千円の収入となりました。これは主に、有形固定資産の取得に

よる支出3,286,114千円等があったものの、有価証券の売却による収入7,600,000千円等があったことによるもので

す。

財務活動によるキャッシュ・フローは、703,126千円の支出となりました。これは主に、配当金の支払額681,494

千円等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の通期の連結業績予測につきましては、平成29年５月15日に公表いたしました業績予想に変更はあ

りません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,141,073 1,987,029

受取手形及び売掛金 4,553,178 4,174,542

有価証券 8,899,371 2,799,927

商品及び製品 1,270,166 2,260,364

仕掛品 32,248 51,767

原材料及び貯蔵品 878,092 1,386,889

繰延税金資産 377,540 963,481

その他 439,252 404,383

貸倒引当金 △5,342 △5,010

流動資産合計 18,585,578 14,023,373

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,798,534 5,208,853

土地 10,156,156 12,425,398

その他（純額） 2,498,993 3,116,200

有形固定資産合計 17,453,683 20,750,451

無形固定資産

その他 267,235 241,683

無形固定資産合計 267,235 241,683

投資その他の資産

投資有価証券 6,090,619 6,224,195

繰延税金資産 6,692 7,812

その他 760,955 611,177

貸倒引当金 △7,185 △3,825

投資その他の資産合計 6,851,081 6,839,360

固定資産合計 24,571,998 27,831,494

資産合計 43,157,576 41,854,867

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,562,883 1,683,737

短期借入金 123,436 100,814

リース債務 47,261 49,209

未払法人税等 365,891 105,744

賞与引当金 589,061 599,836

事業構造改革引当金 18,762 12,887

資産除去債務 147,488 44,800

その他 2,353,231 2,814,646

流動負債合計 5,208,012 5,411,673

固定負債

長期借入金 2,300,000 2,300,000

リース債務 90,672 98,178

繰延税金負債 2,754,806 2,873,972

退職給付に係る負債 6,310,662 6,157,016

資産除去債務 71,024 72,483

役員退職慰労未払金 57,653 10,551

その他 629,663 585,603

固定負債合計 12,214,480 12,097,803

負債合計 17,422,493 17,509,475
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 7,469,402 7,469,402

資本剰余金 8,142,885 8,148,419

利益剰余金 10,056,072 8,349,774

自己株式 △182,509 △161,129

株主資本合計 25,485,851 23,806,467

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,772,259 1,911,239

退職給付に係る調整累計額 △1,523,027 △1,372,314

その他の包括利益累計額合計 249,232 538,925

純資産合計 25,735,083 24,345,391

負債純資産合計 43,157,576 41,854,867
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 15,636,009 15,070,785

売上原価 9,937,753 9,639,621

売上総利益 5,698,256 5,431,164

販売費及び一般管理費 6,937,449 7,045,008

営業損失（△） △1,239,192 △1,613,844

営業外収益

受取利息 335 1,361

受取配当金 53,150 66,047

その他 24,379 26,388

営業外収益合計 77,864 93,796

営業外費用

支払利息 12,778 5,588

支払手数料 1,500 －

その他 369 12,376

営業外費用合計 14,647 17,964

経常損失（△） △1,175,975 △1,538,012

特別利益

固定資産売却益 604 －

資産除去債務履行差額 － 30,585

投資有価証券売却益 － 54

特別利益合計 604 30,639

特別損失

固定資産除却損 19,083 8,738

固定資産売却損 － 1,631

減損損失 14,389 893

資産除去債務履行差額 518 －

投資有価証券評価損 － 71,452

特別損失合計 33,990 82,713

税金等調整前四半期純損失（△） △1,209,361 △1,590,087

法人税、住民税及び事業税 34,844 29,782

法人税等調整額 △374,687 △595,758

法人税等合計 △339,843 △565,976

四半期純損失（△） △869,518 △1,024,110

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △869,518 △1,024,110

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △16,610 138,980

退職給付に係る調整額 89,607 150,713

その他の包括利益合計 72,997 289,693

四半期包括利益 △796,521 △734,418

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △796,521 △734,418

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,209,361 △1,590,087

減価償却費 547,286 515,975

減損損失 14,389 893

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,024 △3,693

賞与引当金の増減額（△は減少） △40,141 10,775

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △46,389 63,582

受取利息及び受取配当金 △53,485 △67,408

支払利息 12,778 5,588

為替差損益（△は益） △3 △42

投資有価証券売却損益（△は益） － △54

投資有価証券評価損益（△は益） － 71,452

有形固定資産除却損 19,083 8,738

有形固定資産売却損益（△は益） △604 1,631

事業構造改革引当金の増減額(△は減少) － △5,875

売上債権の増減額（△は増加） 513,178 378,636

たな卸資産の増減額（△は増加） △807,979 △1,518,516

仕入債務の増減額（△は減少） 77,226 120,854

未払消費税等の増減額（△は減少） △402,264 △186,273

役員退職慰労未払金の増減額（△は減少） － △47,102

その他 4,337 12,156

小計 △1,372,971 △2,228,768

利息及び配当金の受取額 59,351 86,151

利息の支払額 △12,868 △5,618

法人税等の支払額 △142,664 △254,258

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,469,153 △2,402,493

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 145 413

有価証券の売却による収入 － 7,600,000

有形固定資産の取得による支出 △1,362,299 △3,286,114

無形固定資産の取得による支出 △44,371 △7,394

投資有価証券の取得による支出 △5,250 △5,334

投資有価証券の売却による収入 － 184

投融資による支出 △4,645 △18,010

投融資の回収による収入 7,244 255,983

資産除去債務の履行による支出 － △87,940

その他 620 300

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,408,554 4,452,088

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,350,000 －

長期借入金の返済による支出 △164,246 △22,622

リース債務の返済による支出 △25,037 △25,923

自己株式の純増減額（△は増加） 26,366 26,914

配当金の支払額 △591,517 △681,494

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,595,565 △703,126

現金及び現金同等物に係る換算差額 3 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,282,140 1,346,470

現金及び現金同等物の期首残高 2,384,972 3,135,005

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,102,832 4,481,475
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 (単位:千円)

報告セグメント

合計
菓子事業 食品事業

不動産
賃貸事業

その他の
事業(注)

売上高

外部顧客への売上高 9,428,578 5,081,294 664,503 461,634 15,636,009

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 81,150 ― 81,150

計 9,428,578 5,081,294 745,653 461,634 15,717,160

セグメント利益
又は損失(△)

△717,445 202,927 225,114 48,323 △241,082

(注) 報告セグメントの「その他の事業」は、連結子会社が営むスポーツクラブの営業及び保険代理業であります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利 益 金 額

報告セグメント計 △241,082

全社費用(注) △998,110

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△) △1,239,192

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 （固定資産に係る重要な減損損失）

「食品事業」セグメントにおいて、当初想定していた収益が見込めないため、一部の店舗において減損損失を計

上しております。

　なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては14,389千円であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位:千円)

報告セグメント

合計
菓子事業 食品事業

不動産
賃貸事業

その他の
事業(注)

売上高

外部顧客への売上高 9,503,056 4,797,339 289,795 480,595 15,070,785

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 4,299 ― 4,299

計 9,503,056 4,797,339 294,094 480,595 15,075,084

セグメント利益
又は損失(△)

△886,959 218,328 89,079 37,793 △541,760

(注) 報告セグメントの「その他の事業」は、連結子会社が営むスポーツクラブの営業及び保険代理業であります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利 益 金 額

報告セグメント計 △541,760

全社費用(注) △1,072,084

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△) △1,613,844

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

「食品事業」セグメントにおいて、当初想定していた収益が見込めないため、一部の店舗において減損損失を計

上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては893千円であります。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、平成29年４月１日付の組織変更に伴い、事業セグメントの区分方法を見直し、報

告セグメントを従来の「菓子事業」「食品事業」「飲食事業」「不動産賃貸事業」「その他の事業」から、「菓子

事業」「食品事業」「不動産賃貸事業」「その他の事業」に変更しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載し

ております。
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